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1．はじめに

メダイＭｕｐｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ（Ｄｏｄｅｒｌｅｉｎ）は日本各地で漁獲され，最近１０年

余の間に市場性も高まり，高級魚として取引されている。

全国的な漁獲高については，農林統計では指定品目外として取扱われるため不明で;あるが，

東京都中央缶院市場の取扱量および全額からみても入荷最多年（１９６５）で，１．４９４トン

２億２８００万円に及び，重要魚種といえよう。

なお，大I坂市中央卸売市場での取扱量はきわめて僅少で，４～６月に高知県から若干入荷す

る程度であることから，おそらくは漁樹勿の多くが東京市場に入荷しているものと思われる。

出荷地は表－１に示すように北海道から九ﾉ||にいたる太平洋日本沿岸のほとんどの都県に及

び，取扱高の多いのは東京，静岡，千葉の各都県で総量の７６９６を占める。

取扱量および卸売単価の季節変動は図－１に示すように５～８目に多獲されることを裏付け

ている。また，この二者のI宙には負の相関がみられる。
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表－１出荷都道府県月'１年平均入荷量（１９５９～８７：単位K9）
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2．伊豆諸島近海の〆グイ漁場

伊豆諸島近海の主要漁場を東京都水試および神奈川水試発行の漁海況速報等にもとずいて整

理すると，図－２に示すように三浦，房総各半島から各島の周辺の陸棚部および列島線に沿っ

て散在する樵である。
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図二２伊豆諸島近海のメダイ主要漁場
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５．ｊ魚況

伊豆諸島におけるメダイの漁獲量は表－２に示すとおりで，最近では２００トン以上に及ん

だ年もある。島別にみると大島，八丈島が漁獲が多く，次いで神津島，式根島である。

純漁獲量の傾向および季節変；動を図－５に示した。傾向は１２月移動平均法により，季節変

動は実測値の傾向値に対する比を求めてその平均から算出した。図から，１９５９年頃から上

昇しはじめた漁獲量は１９６２～１９６５年をピークに近年は若干下降傾向がみられる。また

季節変動から，５，６，７月が漁獲の山といえる。これはハマダイ，ヒメダイ，アオダイ，キ

ンメダイ，ムツのような他の底魚類にみられる季節変動とは若考ｆ異なる。
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表－２，伊豆諸島におけるメダイ漁獲量（属人統計）単位トン１トン未満切捨

ZZZJ1ミー雪｣し
１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１・

１９６２

１９６５

１９６４

１９６５．

１９６６

１９６７

１９６８

大島 新島 式根島 神津島 三宅島 八丈島

計

２
６
７
０
４
１
５
２
４
２
７
５

５
５
１
４
２
４
５
７
５
４

４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
６
８
７
０
９
４
５
１
５
２
６

２
５
６
４
１
８
１

１

１
１

侭

０
９
２
０
８
２
０
０
０
１
４
４

２
４
ｆ
７
２
０
２

５
４

．
１
１

０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
２
１

０
１
６
７
６
２
５
１
６
７
２
７

１
１
４

１
２
２
１
１
１
１
２

８９

１１２

８５

１４４

１９８

２５５

２４２

１９８

１５１

１０６

２７

１２１

Ｌ

4．年令と成長

メダイの年令は，休止帯によって推定でき盾
O

して形成されることが確認できた。（１劃－４）
ｏ

ＢＥＲＴＡＬＡＮＦＦＹの成長方程
０

を適合させると成長は次式であらわさ・０．

れる。０．

－０２１（ｂ+０．９９８）〕０．Ｌｔ＝９２１〔１－ｅ

成長線は，図一５のようになる。即ち

生後満１年で尾又長５０C77Zを越え，１．５年付で

回

,休止帯によって推定できる。 休止帯は年２回，５月および１１月を中心と
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Ｔ２３４５６プＷ１ｄ１ｌｈム
図－４鱗の縁辺成長率

月

’１．５年位で商品価値を生ずるようになる。
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尾叉長（Ｌ）
〃脇
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年齢（ｔ）

図－５メダイの成長曲線

1）鱗径と尾又長との関係

任意抽出した尾又長範囲１１６～７５８mmの４５個体について，鱗径（Ｒ）と尾又長（Ｌ）

の関係を図示すると図－６のとおりで，次のような一次式

Ｌ＝８８．７Ｒ＋１１１．５

であらわされる。

●

●
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牛＆Ｒ
２

鱗径（１８）と尾又長（Ｌ）の関係
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2）尾又長と体重との関係

尾又長と体重の関係を両対数グラフ

ラフ上に描くと図一７のようにな

る。回帰直線を最小目乗法により

求め，指数函数に変換して次式を

得た。
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jil
5．産卵期と生物学的最小形

１）産卵期

、調査個体数少なく明確ではない

が，尾又i長６００～７００耐D…

７０Ｍ,１以上のＫＧ値の朋11変化

「は図－８の通()であるが１０月か／

…きちＫＧ値が急に高くなっているこ

と，１２月には放卵俵の個体がみ

られること，１月には４０ｍｍ前後

の幼魚が出現することなどから，

産卵期は，１１月～１月と推定で

きる。１／
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図－７尾又長と体重の関係
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1０．１１１２１月

ＫＱ値の月別変化

２）生物学的最小形

尾又長を１００’１１m単位で区切り，ＫＧ値の変化と生殖腺の変化状況をみてゆくと，尾叉長

５００ｍ未満のもの（推定年令２年以下）はまず産卵に加わらないものと思われる。尾叉長

６００１ｍを)越えるもの（推定年令４～５年以上)~は確実に産卵するといえよう。尾又長500

～６００”のもの（推定年令５～４年）は調査個体数が少なく明確宅はないが,この大き

さで生物学的最小形に達するものと推測できる。しかしこのことについては，さ,らに調査を

継続する必要がある。．…，
5）未受精卵の形態と孕卯数

生殖腺調査中にメダイの完熟卵を観察することができた。その形態は次ｉ(、とおりである。

卵径1.2～1.5ｍ，油球は１ケ（径ｑ５ｍｍ），油球は黄金色で,卵膜には不定型の網目構造

がみられた。卵黄は無色透明？卵黄粒は，わずかに認められる。卵膜腔は狭い。Ｆ

尾叉長６９２，川，体重6.6K,のメダイの生殖腺（生殖腺重量７００牙，ＫＧ２．１１×１０）
－８

の完熟卵を重量法Iこより算出すると，孕卵数は，５０～６０万粒であった。

ロ

ｒ

「

6．惨動

１）伊豆諸島近海の流れ藻に付随するズダイ幼魚

流れ藻と幼魚の採集は，船上よりタモ網（一辺９０ｍ）またはまき網（長さ４０間）を使
用した｡流れ藻が伊豆諸豆近海に多くみられるのは，通常４月以降７月頃までである。

伊豆諸豆近海の流れ藻に付随する幼魚のうち，出現数（採集数）の多かったのは，ブリ

（４～５月ルウマズラハギ（５～６月），イシダイ（６月）で，メダイ幼魚の出塊時期は

[~

～８～



１～６月である。このうちメダイ幼魚が特に多くみられる時期は５月中旬か５，６月中旬ま

での１ヶ月間で，７月以降はまったく出現していないヴメダイ幼魚が多くみられた流れ藻の

形状は長径が１ｍ以上で茶褐色に変色し，ほとんど沈みそうになった鮮度の悪いものであっ

た。

内田，庄島，庄島・植木，広崎らの報告によるとメダイ幼魚が出現するものは６月までで

７月以降については報告されてはいない.またメダイ幼魚の標識放流結果によると，８月以

降に再捕報告があったものが，水深６０～１００ｍで釣獲されていることからみて，遊泳層

の中～深層への移行は７月頃であろうと推測出来る。移行する要因は不明であるが，メダイ

幼魚を蓄養すると，６月下旬から７月中旬にかけて弊死魚が多くなることから，水温も１つ

の大きな要因と考えられる。

昭和４５年５月２５日から６月９日にかけて，伊豆諸島近海で旋網（モジヤコ採集用）に

より採集したメダイ幼魚の尾又長組成は図－９のとおりである。
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図－９メダイ幼魚の尾又長組成
▲

これの累積百分率を正規確率紙上にプロットすると２群以上に分離出来る。このことは，

メダイの産卵期|詞によるものか，産卵場の相異によるものか，今後の検討にまたねばならな

い。また数ケ所産卵場があるものと`患われる。

また標識放流に用いたメダイ幼魚は，餌科に生餌（冷凍アミ，冷凍イカ，サバ等に小麦粉

を２０妬加える）を用いて蓄養し，５０日間で平均尾又長５．４，２の成長を示し，９１．１筋の

歩笛という結果を得た。

～９～



2）標識放流

～`伊豆諸島近海のメダイ資源は，流れ藻に付随する〆タイ幼魚が黒潮により運搬されて伊豆

諸島海域に補給されるという仮定のもとに，４５年度から標識放流を実施している。昭和

４５年度までに廷７回計１，８４２尾の標識放流が行なわれたが，表－５及び図－１０に示す

とおり再捕魚は５尾しか報告されておらず，その移動も明確になっていない。しかしいずれ
も放流地点より北方で再捕されている。

ﾘーーノ..

表－５メダイ標識放流及び再捕地点

一点一波

・地一鋳
放 流淨Ｅ一 再

一と

地，点

大島千波

大島岡田口ａ

水深１００ｍ

静岡川奈

水深６０ｍ

なし

金洲

なし

なし

千葉鴨川

なし

捕
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Ｚ食’注

１）流れ藻につく幼魚の食性

伊豆諸島近海では，舸述の通り１月以降６月頃までメダイ幼魚，尾又長５６～２５０，mの

ものが流れ藻についてみられる。これら幼魚の胃内容の概路はおよそ次のようである６

尾又長５０，１までは，他種の幼魚と同様にＣｏｐｅｐｏｄａが圧ffl酌に多く出現する。５０，ｍ

を越えるとＳａｇｉｔｔａの出税率が高くなり，８０mm位まではＣｏｐｅｐｏｄａと共にみられ，

８０１mmを越えるとＣｏｐｅｐｏｄａは見られなくなる。また一例ではあるが，他種の幼魚も冑内

容から見いだされた。尾叉長１００mm以上の大型個体については，調査個体数少なく不明で

ある。

２）未成魚ならびに成魚の食性

メダイは流れ藻を雛ｵして深所に移行してからも，かなりの深浅移動を行なうことが桂験的

に知られているが，底釣で釣獲された未成魚ならびに成魚の胃内容はおよそ次の通りである。

冑内容は魚類，エビ鯛，イカ類，その他の大型プランクトンに大別でき，すべて小型で浮

，遊性かまたは遊泳刀の弱い種類である。魚類では不明魚類およびホウネンエリ，ハダカイリ

シ類等の小型魚とシギウナギの未成魚で占め，エビ類では深海性のチヒロエビ，サクラエピ

ーと'｣､型の不明エビ類で占められている。大型プランクトンは２０余種におよぶが，個体数か

ら見るとヒカソボヤの出曵数が最も多く，次いで浮遊Ｉ住腔腸動|勿，端脚類，異足類Ｉ（ゾウク

〈ラゲ）が多く，いずれも恒性プランクトンである。幼生プランクトンrはフイロリーマ１種が

プみられている．餌主吻の種類佃壬にそれを捕食していたメダイの調査全個体に対する割合(妬）

を示したのが図－１１である。浮遊性端脚類，次いで首クラゲ，ヒカリボヤ，ゾウクラゲを

捕食している個体が多いことがわかる。

総じて餌生物は伊豆諸島近海塵のキンメダイ科魚類のそれとほとんど一致している。血

,、｜・↓

Ⅶ
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、図－１１．餌生物別にみた捕食魚の割合＝

8．髪約．

、年令と成長

（１）年令査定の材料として鱗を用い，休止帯は年２回，５月および１１月を中心として形成
される。

（２）鱗径（Ｒ）と尾叉長（Ｌ）との関係は次式で示される。

Ｌ＝８８．７Ｒ＋１１１．５

（５）尾又長（Ｌ）と体重（ｗ）の関`係は次式で示される。
－６

ＶV－０．５１５２Ｌ５．５５９５．１０

に

【

～１２～



（４）成長式は次式で示される。

－０．２１（ｔ＋０．９９８）〕庁Ｌｔ＝９２１〔１－ｅ

２）産,剛と生印勿学的最'｣、形

（１）メダイ成魚の産卵期は１１月～１月と推定される。

（２）生物学的最小形は，５００～６０Ｍlﾘﾘ!（推定年令４～５才）と推定される。八，

（５）未受精の熟卵は，卵径1.2～１．５１，，，泊球は１ケ（径0.51,m），油球は黄金色で卵膜腔
咄〈｜

Ｉま狭し､。

5）移動

（１）伊豆諸島近海の流れ藻に付随するメダイ幼魚

ａ伊豆諸島近海の流れ藻に付随するメダイ幼魚の出現兵H間は１～６月であるｂ:ｊ八ｌ
ｂ採集状況から伊豆諸島近海においては，メダイ幼魚は５月中旬から６月中旬にかけて

最も多く出塊すると推定できる。

ｃ幼魚の遊泳層の移行は，その出現状況から，７月頃と推定される。

ｄ伊豆諸島近海に出現するメダイ幼魚は，２つ以上のグループからなっていると推定で

きる。

（２）標識放流

ａ昭和４５年度から昭和４５年度までに，延７回，１．８４２:尾の標識放流を行った。

ｂ再捕の報告は５尾で，いずれも放ｌｉｆｔ地点より北方で再浦されている。

４）食性

（１）幼魚の食性は主として尾叉長５０wtwl以下のものはＣｏｐｅｐＯｄａｙ５０～８ＭｌＷ１のも
のはＣｏｐｅｐｏｄａとＳａｇｉｔｔａであり，８０１mm以上になるとＣｏｐｅｐＯｄａはみられな
くなる。

（２）未成魚ならびに成魚の食性は，Ｂｅｎｔｈｏｓは全く捕食されず，大型プランクトンを主
体に深海'住の小魚、エビ類，イカ類等であり，キンメダイ科魚類との:共通性が認められた。

■

ｑ残された同起点とその解決方ﾖﾋﾞ十

昭和４５年度からの調圏こより，牛令，成長等に閏する知見は得られた;が，資源補給機構や

移動に闇しては，いまだに多くの未解明な点を残している‘特に流れ･藻に付随する幼魚は２群
以上に分離出来ることが判明し，今後のi畠〔源営理万(策を検討するに多くの問題点を提示した。
今後これら幼魚と買源補給との関連性，および移動の解明を中'､に昭和４６年:度は下記のよ

ごこ■

～１５～



うな方針で実施したい。

１）流れ藻に付随するメダイ幼魚の把握

２）移動

（１）幼魚の標識放流

に）漁場で釣獲した未成魚の標識放流

5）遊泳層の移行要因の究明

4）系群標徴の把握

5）初期発生の調査
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